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目的 。背景

ソルカムの麦角病は既にアジア・ アフリカ地域から報告されていたが、最近
、関東

地方以西の日本各地においても発生するようになつた。麦角菌が寄生 して形成す
る麦

角中には麦角アルカロイ ドと総称される一連のインドール・ アルカ
コィド (lA)類

が含まれ、 これら IA類 は平滑筋収縮作用や血圧降下作用などの激 しい生理作用を呈

する。 しかし、ソルガムに形成される麦角中の IAに 関する報告は全 くない。そこで、

ソルガム麦角の IA類 を調べると共に、国内数力所か ら採取した麦角中の IA含 量や

自然界における麦角の発生状況などを調査 した。

成果の内容

ソルガム麦角中の主要麦角アルカロイ ドとして SE-1(仮 称 )を 認め、 これが既
知麦角アルカロイドのどれとも一致 しないこと、合量が乾燥菱角 lKg当 り0.5～
2.2 ngで あること等を認めた。

(1)ソ ルガム麦角は Eh「 lich試 薬によって麦角アルカコイド類に特有な青紫色の

呈色を与える数種の物質を含んでおり、それ らの中の主要な物質 SE-1は 紫
外線照射下に蛍光を発せず、薄層クロマ トグラフ ィー (TLC)上 の挙動は水
酸基を持つ麦角アルカロイド類に似ていたが、既知のどの種の麦角 アルカ

ロイ

ドとも一致 しなかった (表 1)。

(2)SE-1の マススベク トルは麦角アルカコイドに特有のフラグメン トイオン

(m/2154)を 明瞭に与えたが、親 イオンMI(m/2 258)は 非常に小

さかった (図 1)。

(3)TLC上 の挙動やマススベク lヽ ルから、 SE-1は PaliCl aVineの 様に 9位
に水酸基を持ち、 6,7位 が開裂 した新規三環性麦角アルカロイドと推定 した。
(4)国 内 2カ 所から採取した 8種の成熟 したソルガム菱角中の SE-1合 量は
乾燥麦角 lKg当 り 0.5～ 2.2靴gで あった (表 2)。
(5)自 然状態における妻角の着生数は外見的に認められるもの (成熟菌核)が約
100粒 /穂で、一穂当りの種子数の 2.5%、 全重量の 0.92%に 相当した。

活用面 と留意点

(1)ソ ルガム麦角中の SE-1を 主とする麦角アルカロイド類含量は非常に微量で
あり、ツルガム全体に占める麦角量比も少ないことから、多少麦角の混入 した飼

料を給与 しても中毒症等の心配はないであろう。

(2)代 表的麦角アルカロイド Ely‖oclavineの LD50 tま 3 5 0mg/K8(マ ウス)
であり、それと類似の化学構造を持つと推定される SE-1を 主成分とするソル
ガム麦角の毒性は低いものと思われる。 しかし、多量に麦角が着生 した飼料を給

与 した場合の慢性中毒に関 しては不詳であり、避けるべきであろう。

研究課題と発表論文
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表 1.SE… 1の Rf値

アルカロイド 溶媒 (1)溶 媒 (2)  産 地

標準アルカロイド
Ag roclavine

Festuclavine

ElymOClavine

DihydroelymOClavine

Chan()clavine‐ (|)

表 2.麦 角中の SE-1含 量

品種   SE-1
(ing/′ Kg)

栃木県0.3 1
0。 22
0.05
0.04
().0 1

0.55
0.50
0.29
0,24
0.03

〃

福岡県

P‐ 931   2.23
TX   O。 89
KCS105  0.50

TLC/クロマトス■ナー法で定量

SE-1 0.05  0.10

溶媒 (1)ア tトン・I"―ル(5:1、
溶媒 (2)ク 80ホ風・Iタノール・アン仁ア

(10: 2: 1、
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図 1.SE-1お よび代表的 クラビン型麦角アル カロイ ドのマススベ ク トル
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